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【著作の主な日本語訳】
『砂の子ども』 （菊地有子訳、紀伊國屋書店、1996）

『聖なる夜』 （菊地有子訳、紀伊國屋書店、1996）
『気狂いモハ、賢人モハ』（澤田直訳、現代企画室、1995）
『娘に語る人種差別』（松葉祥一訳、青土社、1998、2007）
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「アラブの春」を実際に動かしたのは誰なのでしょう。ど
のようにしてほんの数ヶ月で複数の独裁政権が崩れ落ち
たのでしょうか。革命の成功の鍵はなんだったのでしょ
う。これらの国々では尊厳と自由の価値を樹立するべく
抗議と抵抗が続いています。

【講演会】

タハール・ベン＝ジェルーン

激動の時代に 
文学は何ができるのか

2012.3.17（土） 18時より

東京日仏学院 ◎ 2階エスパス・イマージュ
フランス語圏（フランコフォニー）のお祭り

2012.3.19（月） 18時より

日仏会館 ◎ 1階ホール

『アラブの春は終わらない』（齋藤可津子・訳、河出書房新社）
を上梓した、マグレブ文学を代表する作家タハール・ベン＝ジェ
ルーンが来日し、東京日仏学院（飯田橋）および日仏会館（恵
比寿）にて対談および講演を行います。
ふるってご参加ください。

【対談】

タハール・ベン = ジェルーン
╳池澤夏樹

入場無料・フランス語（同時通訳付き）
◎ 席数には限りがありますので、参加申込をメールで 
 （contact@mfj.gr.jp）お願いします。

◎ お問い合わせ：日仏会館フランス事務所
 〒 150-0013 東京都渋谷区恵比寿 3-9-25
 【電話】03-5421-7641【ホームページ】www.mfj.gr.jp

【ディスカッサント】私
きさいちまさとし

市正年（上智大学）

作家の役割とは何でしょう。
注意深く積極的でもある証言者、扇動者、そして可能であれば
激動のさなかで当事者となることではないでしょうか。
文学はさして役には立たないかもしれませんが、かつてないほどに
必要とされているのです。

入場無料・定員 108 名・先着順
フランス語と日本語（同時通訳付き）
◎ 定員を超えた場合、1F エントランスホールにて
 講演の中継を行ないます。
◎ 事前申込は必要ありませんが、状況によっては
 当日入場のための整理券を配布することがあります。

◎ お問い合わせ : 東京日仏学院
 〒 162-8415 東京都新宿区市谷船河原町 15（最寄り駅　飯田橋）
 【電話】03-5206-2500【ホームページ】www.institut.jp

タハール・ベン＝ジェルーンとともに、アラブ諸国を揺さぶった
この歴史的な “ 春 ” に立ち戻り、考えてみましょう。
ゲストに池澤夏樹氏を迎え、両氏のお話を伺います。

アラブの春は終わらない




